
令和２年度 東淀川区西部地域バリアフリーまちづくり 

構想部会に関するアンケート（集計） 
 

 

〇アンケートの趣旨 

平成 28 年１月に「東淀川区西部地域バリアフリーまちづくり協議会」を設立し、平成 30 年３月「東淀

川区西部地域バリアフリーまちづくり構想」（以下、まちづくり構想と言う）を策定。その後、地域毎のアクショ

ンプラン策定に向け取り組んで頂いているところですが、来年度以降のまちづくり構想部会の進め方等の参

考にしたいので、次のアンケートにご協力をお願いします。 

 

問１ 

「まちづくり構想」の地域への浸透（認知度）についてお尋ねします。 

平成 30 年３月に策定された「まちづくり構想」について、地域での浸透（認知度）としてあてはまるもの

を次の中から選んで○をお願いします。 

① 良く浸透（認知）されている。 0 

② まあ浸透している。 1 

③ どちらでもない。 3 

④ あまり浸透（認知）されていない。 4 

⑤ ほぼ浸透（認知）されていない。 3 

 

問２ 

まちづくり構想部会の活動についてお尋ねします。 

まちづくり構想部会で議論いただいている内容について、地域での会合等の場で活動報告していただい

ていますか。あてはまるものを次の中から選んで○をお願いします。 

① 毎回報告している。 2 

② SNS で周知している。 0 

③ たまに報告している。 2 

④ 役員にのみ報告している。 3 

⑤ 報告していない。 

【理由】 

・会議そのものの自粛で時間も短くしなければならない中で報告できない 

・会合等に参加する機会がないから 

・部会が地域でほぼ浸透されていないので、どの様に報告したら伝わるのかがわからない 

・  
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問３ 

アクションプランの策定状況についてお尋ねします。 

地域毎のアクションプラン策定に向け、各地域での進み方（進捗）について、次の中から選んで○をお

願いします。また、その理由について記述をお願いします。 

① アクションプラン策定に向け順調に進んでいる。 3 

② アクションプラン策定に向け順調に進んでいない。 7 

【理由】 

・一昨年まで５回のワークショップを行い、地域活動における課題・問題点を抽出し、その対応策を考え

て行うとした矢先のコロナ発生で全てがストップしている状態 

・今年度に関しては、仕方がない面もある。むしろアクションプランを策定するためのアクションプランが必要 

・この１年間はあまり会合等、実施ができていない 

・人が集まらない。集まっても役員の意見に押されてしまい役員以外の人の意見が聞けない。（過去の

会議にて）。それ以来役員以外の人たちの参加が難しくなっているため。 



・地域で会合が開けていない 

・月一回の会議は継続して実施。その際に進行できる案件を探すもコロナの為、なかなか前進はせず 

・コロナが落ち着いたら進められる様に準備中です 

 

 

問４ 

アクションプラン策定に関してお尋ねします。 

今後、アクションプラン策定に際し必要と感じていることについて、あてはまるものを、次の中から選んで

○（複数回答可）をお願いします。 

① 地域活動協議会の協力 9 

② 地域振興会の協力 5 

③ 行政（区役所）の積極的な関与 6 

④ 専門家による支援 4 

⑤ その他（具体的に：・まずは普通に会議ができる環境 

・地域の理解力 

・                       ） 
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問５ 

「東淀川区西部地域バリアフリーまちづくり協議会（部会含む）」についてお尋ねします。 

まちづくり協議会（部会含む）の有効性（必要性）について、あてはまるものを、次の中から選んで○を

お願いします。また、その理由について記述をお願いします。 

① とても有効（必要）であると思う 2 

② まあ有効（必要）であると思う 4 

③ どちらともいえない 2 

④ あまり有効（必要）とは思わない 2 

⑤ 有効（必要）とは思わない 0 

【理由】 

・１０年後、２０年後のまちづくりの為、協議会・部会で各地域の意見交換は非常に有意義であり、必

要であると思うが、この結果を各地域にどれだけ浸透させることが出来るのかが重要であり、その手段につ

いてベストな方法が中々見つからず、更にコロナの影響で難しくなっている 

・淡路土地区画整理＋高架には必ずまちの思いと開発をすり合わせる時間（機会）が必要。むしろもっ

と必要性を増さなければと思う 

・住み続けたい東淀川区にするにも、考える場・話し合える場が（まちづくり協議会）必要だと思います。 

・数年前から立ち上げているが、果たしてゴールは何なのか？ 

・この部会での意見が地域のまちづくりにどの様に反映されていくのか明確でないから。しかし、地域住民

の意見が反映されたまちづくりになることを信じて(願って)アクションプランの策定を進めたいと思っています 

 

 

問６ 

令和３年度の部会の進め方についてお尋ねします。 

今年度は、ワークシートを使ってコロナ禍での地域の活動状況について意見交換等を行って頂きまし

たが、次年度以降の進め方としてご意見をお聞かせください。 

【自由意見】 

・次年度も同様にワークシートを使い、一つ一つの項目を、短期目標をもって解決して行きたい 

・コロナは確かに大事でしたが、本来はコロナで考えるべきは地活協本体。この部会でコロナ対策を議論

するのは、本当は違うと思う。でもこの部会しかその場がなかったようにも思う。With コロナの取り組みにつ

いて話す場と分けるタイミングは必要では？とりあえず ZOOM でよいのでオンラインでもっと意見交換の場

をつくらないとコロナの話だけになってしまう 



・最終目標を決める 

・ 

 

 

問７ 

SNS の活用についてお尋ねします。 

まちづくり構想部会部会員用フェイスブックを昨年１０月に開設しています。 

メンバーに参加していただいていますか。いずれかを選んで○をお願いします。また、参加いただい

ていない場合は、理由を記載ください。 

フェイスブックは、部会での意見を反映して、意見交換・情報交換の場として開設しています。ご

活用をお願いいたします。 

①参加している。 4 

②参加していない 

【理由】 

・参加しようとしたがエラー？が出た 

・フェイスブックをしていない 

・登録のやり方がわからない 

・近々に参加するようにします 
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問８ 

開催案内のメールの活用についてお尋ねします。 

会議の開催案内について、メールと郵送していましたが、メールのみに変更した場合、支障があ

りますか。いずれかを選んで○をお願いします。また、支障がある場合は、理由を記載ください。 

①支障がある 

【理由】 

・メールチェックが主流でなくなった。LINE で通知いただきたい 

・ 
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②支障はない 

・メールのみを特に希望します 
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 ご協力、ありがとうございました。 

いただいたご意見は、「東淀川区西部地域バリアフリーまちづくり

協議会（部会）」運営の参考とさせて頂きます。 


